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　本町では平成24年
度水質検査計画を作
成 し、 役 場 １ 階 ロ
ビーや図書館、各公

民館、役場ホームページ（アドレスは20ページ参照）
で公表しています。
  この計画は、飲み水や生活用水などを対象に、過
去の検査結果や水源の状況などから検討し、１年間
に実施する水質検査の項目や頻度、採水場所などを
決めています。
  また、今年度の水質検査の結果は検査実施後に役
場ホームページで公表します。
■問い合わせ／役場水道課水道事業係
　（⑰番窓口☎485-2111内線267）

　上下水道使用料徴収業務
を地区ごとに次の方へ委託
しています。
●長尾裕美子さん
　（常盤、川上、開運地区）
●白木　里子さん
　（常盤、旭、富士地区）
●高橋　久美さん
　（桜地区）
●足澤　時子さん
　（麻生、平和地区）

　本町では、自然環境を守り快適な生活環境を作る
ため、公共下水道事業を進めています。この事業に
より水洗化可能となった区域の方は建設費用の一部
を負担していただくための条例が定められていま
す。
　この負担金・分担金の納付書は７月上旬に送付す
る予定です。
■問い合わせ／役場水道課管理係
　（⑰番窓口☎485-2111内線262）

水質検査計画を
作成しました

上下水道使用料
のお知らせ

下水道事業受益者
負担金・分担金に関する

お知らせ

平成24年度 下水道工事について
　平成24年３月から新たに処理を開始している磯分内地区では、昨年に引き
続き汚水管の工事を予定しています。
　工事に伴い交通規制などを行いますので、迷惑をおかけしますが協力をお願
いします。
■問い合わせ／役場水道課下水道事業係（⑰番窓口☎485-2111内線264）

■事業の概要／
①自治会や河川愛護団体などのみなさんによる草刈りや伐採作業です。
②北海道が河川を管理する上で、必要と判断する区域を行っていただきます。
③実施いただいた面積に応じた費用をお支払いします。
■申し込み・問い合わせ／
・釧路建設管理部弟子屈出張所（☎482-2147）
・役場企画財政課企画調整係（２階⑯番窓口☎485-2111内線221）

市民団体協働の川づくり事業
「川づくり」からはじめませんか、あなたの「まちづくり」



5

標茶町商工会女性部は、町内の新入学児
童の登下校時の交通安全を祈願した「愛

の鈴」を寄贈してくださいました。また、加茂スミ
子さん（茶安別）からも同じく交通安全を願って「豆
わらじ」が寄贈されました。寄贈された「愛の鈴」
と「豆わらじ」は町内各小学校の入学式で新一年生
に配布されました。

トピックス 話題話題
　　いろいろ　　いろいろ
話 題話 題
　　いろいろ　　いろいろ
話 題話 題
　　いろいろ　　いろいろ
話 題話 題
　　いろいろ　　いろいろ

トピックス 話題話題
　　いろいろ　　いろいろ
話 題話 題
　　いろいろ　　いろいろ
話 題話 題
　　いろいろ　　いろいろ
話 題話 題
　　いろいろ　　いろいろ

長年にわたる優良運転の功績に対し贈られる優良運
転者表彰の伝達式が役場で行われ、北海道警察本部
長と北海道交通安全協会長の連名による優良運転者
表彰を石田正光さん（常盤）が受賞しました。また、
石田さんは自動車運転免許の更新時講習指導員とし
て20年にわたり尽力された功績から釧路方面交通
安全協会長からの感謝状も贈られました。今回の表
彰に合わせ石橋節子さん（平和）も優良運転者無事
故無違反10年以上表彰を標茶町交通安全協会長か
ら贈られました。

おめでとうございます

３/16

４/13

連町総会が行われました
平成24年度標茶町町内会・地域会連絡協議会総会
が開催されました。今年度は「安心・安全を目指し
た地域の絆づくり」を推進目標に掲げ、犯罪・非行
防止の活動や児童・高齢者らの見守り、自主防災組
織の設立推進などを事業計画に盛り込みました。
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ありがとうございます

エゾシカ有効活用フォーラム開催
エゾシカの大幅な個体数増加による影響、食材とし
ての魅力について理解を深めるため「エゾシカ有効
活用フォーラム」が開発センターで開かれ町民など
約60人が参加されました。エゾシカ有効活用の経
緯と今後の課題についてエゾシカ協会事務局長伊田
弘幸氏、栄養学から考えるエゾシカ肉の活用につい
て釧路短期大学准教授の岡本匡代氏が講演を行ない
ました。また、エゾシカ肉を使った料理試食会も行
われ、参加者から好評を得ました。

3/15

㈱住友建設の皆さんが地域貢献活動として、多和平
展望台周辺の除雪をしてくださいました。この日は
ブルドーザーやパワーショベルなどの重機３台など
による作業できれいに排雪してくださいました。

３/21

標茶町農業協同組合は、食・環境と農業への理解を
深めることを目的とした「ＪＡバンク食農教育応援
事業」の一環として、小学５・６年生を対象とした
補助教材「農業とわたしたちのくらし」を寄贈して
くださいました。同教材は町内各小学校に配布さ
れ、授業で活用されています。
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　広報しべちゃ４月号の13ページ
「話題いろいろ」のコーナーで、

災害時の機材供給協定締結の記事の会社名に誤りがあ
りましたので、下記のとおり訂正し深くお詫び申し上
げます。

誤）共成システム　　正）共成レンテム

お詫びと訂正

豆わらじ 愛の鈴


